
（１０）�広報� No.665　平成18年4月10日�（９）� No.665　平成18年4月10日�広報�

市
政
の
執
行
状
況�

▼
地
下
鉄
８
号
線
の
関
係
自
治
体
で
構
成

す
る
「
地
下
鉄
８
号
線
建
設
促
進
並
び
に

誘
致
期
成
同
盟
会
」
に
よ
り
、
２
月
６
日

に
埼
玉
県
知
事
、
２
月
２７
日
に
は
国
土
交

通
大
臣
に
対
し
、
地
下
鉄
８
号
線
の
建
設

促
進
の
要
望
活
動
を
実
施
。�

▼
市
民
生
活
に
お
け
る
道
路
環
境
の
向
上

の
た
め
、八
條
地
内
他
に
お
い
て
、道
路
工

事
を
発
注
。
ま
た
、排
水
路
の
流
下
能
力

の
確
保
お
よ
び
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
、

鶴
ヶ
曽
根
地
内
他
の
水
路
工
事
を
発
注
。�

▼
公
共
下
水
道
で
は
、
面
的
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
管
渠
築
造
工
事
を
施
工
し
て

お
り
、
平
成
１７
年
度
で
施
工
し
た
処
理
面

積
は
約
２２
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
見
込
み
。�

▼
八
潮
南
部
３
地
区
の
仮
換
地
指
定
率
は
、

１
月
３１
日
現
在
、
西
地
区
が
９１
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
、
中
央
地
区
が
４５
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
、
東
地
区
が
６３
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
。�

▼
昨
年
１２
月
、北
口
交
通
広
場
に
整
備
さ

れ
た
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
に
照
明
を
設
置
し
、

駅
利
用
者
お
よ
び
バ
ス
利
用
者
等
の
利
便

性
と
防
犯
に
対
す
る
安
全
性
が
向
上
。�

▼
八
潮
駅
北
口
の
共
同
利
用
街
区
で
は
、

商
業
施
設
の
工
事
が
４
月
１
日
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
順
調
に
進
め
ら
れ
、行
政
施

設
を
含
む
住
宅
棟
は
現
在
、
３
階
部
分
を

工
事
中
。�

▼
１
月
１９
日
、
南
後
谷
西
地
区
の
市
街
化

区
域
へ
の
編
入
な
ど
に
つ
い
て
の
答
申
、

お
よ
び
高
さ
制
限
の
計
画
案
な
ど
に
つ
い

て
、
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
都
市
計
画
審

議
会
を
開
催
。�
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▼
１２
月
２７
日
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
に
つ
い
て
、
意
見
等
を
伺
う
た
め
景
観

ま
ち
づ
く
り
審
議
会
を
開
催
。�

▼
稲
荷
伊
草
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
で

は
、
物
件
調
査
業
務
委
託
お
よ
び
伊
草
大

原
線
の
街
路
維
持
工
事
を
発
注
。�

　
鶴
ヶ
曽
根
・
二
丁
目
土
地
区
画
整
理
事

業
で
は
、
街
路
築
造
お
よ
び
柳
之
宮
木
曽

根
線
の
街
路
維
持
工
事
を
発
注
。�

　
大
瀬
古
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

物
件
調
査
業
務
委
託
並
び
に
排
水
施
設
築

造
、
街
路
築
造
お
よ
び
舗
装
新
設
工
事
を

発
注
。�

　
西
袋
上
馬
場
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

物
件
調
査
業
務
委
託
並
び
に
街
路
お
よ
び

排
水
施
設
築
造
工
事
を
発
注
。�

▼
上
水
道
事
業
で
は
、
水
道
料
金
の
１
月

末
の
調
定
額
は
１４
億
２
５
４
９
万
３
０
４

０
円
で
、
対
前
年
度
比
で
１
７
０
０
万
３

７
６
７
円
、
率
で
１
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
。�

　
４
月
か
ら
の
水
道
料
金
の
改
定
に
向
け

て
、
検
針
時
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
水
道
だ

よ
り
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
周

知
。�

　
ま
た
、
工
事
お
よ
び
委
託
業
務
の
発
注

状
況
で
は
、
南
部
地
区
を
含
め
た
配
水
管

新
設
工
事
を
８
件
、
配
水
管
布
設
替
え
お

よ
び
移
設
工
事
を
６
件
、
舗
装
復
旧
工
事

を
２
件
、
配
水
管
設
計
業
務
な
ど
の
委
託

業
務
を
６
件
発
注
。�
�����

▼
１２
月
１８
日
、
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
事

業
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取

得
１
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
職
員
お
よ

び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
環
境
家
計
簿
の

１
日
版
で
あ
る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
イ
２
０

０
５
」
事
業
を
実
施
。�

▼
「
八
潮
市
土
砂
等
の
た
い
積
及
び
投
棄

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
の
執
行
状
況
は
、

１
月
３１
日
現
在
、
許
可
件
数
は
７
件
、
届

出
件
数
は
２
件
、
指
導
件
数
は
６
件
。�

▼
１２
月
４
日
、
草
加
警
察
署
と
の
共
催
で

犬
の
散
歩
を
通
し
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
八
潮
市
わ
ん
わ
ん

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
発
会
。�

▼
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間

中
の
１２
月
１５
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
２０

日
間
、
草
加
警
察
署
お
よ
び
八
潮
市
交
通

安
全
対
策
協
議
会
の
団
体
と
と
も
に
市
内

広
報
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。�

▼
２
月
２５
日
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、八
條
地
区
の
町
会
・
自
治
会
を
対
象
に
、

地
図
上
で
災
害
を
想
定
し
、
そ
の
対
応
策

を
考
え
る
「
災
害
図
上
訓
練
」
を
実
施
。�

▼
１２
月
２４
日
、
市
内
か
ら
の
早
期
退
去
を

求
め
、
八
潮
市
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
協
議

会
主
催
に
よ
り
、
大
瀬
地
内
の
教
団
施
設

周
辺
で
抗
議
行
動
を
実
施
。�
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▼
八
潮
市
に
お
け
る
危
機
対
応
に
つ
い
て

基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
、
危
機
管
理
体

制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
な
危

機
対
処
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
八
潮
市

危
機
管
理
指
針
を
策
定
。�

▼
市
営
住
宅
の
中
馬
場
住
宅
、
鶴
ヶ
曽
根

住
宅
お
よ
び
宮
田
団
地
の
空
家
、
各
１
戸

を
募
集
。�

▼
昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生
件
数
は
３８
件
、

そ
の
損
害
額
は
、
１
億
１
５
７
万
円
で
前

年
に
比
べ
件
数
で
１１
件
、
損
害
額
で
は
１

０
２
２
万
円
の
減
少
。�

　
ま
た
、
救
急
出
動
件
数
は
、
昨
年
１
年

間
で
３
３
２
３
件
、
１
日
当
た
り
約
９
・

１
回
の
出
動
。�

　
主
な
内
訳
は
、
急
病
１
７
９
２
件
、
交

通
事
故
６
４
６
件
な
ど
で
あ
り
、
前
年
に

比
べ
全
体
で
１
９
２
件
の
増
加
。�

　
ま
た
、
１
月
８
日
、
市
役
所
前
庭
駐
車

場
に
お
い
て
、
恒
例
の
「
消
防
出
初
め
式
」

を
実
施
。�
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▼
１
月
２７
日
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘

に
お
い
て
、「
平
成
１７
年
度
寿
大
学
校
」
の

卒
業
式
を
行
い
、第
２０
期
生
と
し
て
男
性
１４

人
、女
性
２４
人
の
合
計
３８
人
の
方
々
が
卒
業
。�
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▼
１
月
２７
日
、
２
月
２０
日
の
両
日
、
八
潮

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
審
議
会
を
開
催
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
方
策
等
に
つ

い
て
検
討
。�

▼
１２
月
１９
日
、「
青
少
年
健
全
育
成
条
例

（
案
）」
に
つ
い
て
意
見
等
を
伺
う
た
め
、

八
潮
市
青
少
年
問
題
協
議
会
を
開
催
。�

▼
１
月
１９
日
、
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉

推
進
審
議
会
を
開
催
し
、
平
成
１８
年
度
か

ら
平
成
２０
年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
３
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画（
案
）」

の
策
定
に
つ
い
て
、
答
申
。�

▼
１
月
４
日
か
ら
８
日
ま
で
の
５
日
間
、

保
育
所
お
よ
び
学
童
保
育
所
の
平
成
１８
年

度
入
所
申
請
受
付
を
実
施
し
、
保
育
所
で

１
６
６
件
、
学
童
保
育
所
で
２
１
２
件
の

申
請
を
受
理
。�

▼
１
月
２８
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
、

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー
会
員

相
互
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
た
め
、
交
流

会
を
実
施
。�
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▼
１
月
２５
日
ま
で
の
申
請
受
付
は
、
小
口

融
資
利
子
補
給
で
は
３
６
０
件
、
中
小
企

業
退
職
金
共
済
掛
金
補
助
で
は
１８
件
。�

▼
国
の
地
域
雇
用
創
造
支
援
事
業
の
地
域

創
業
助
成
金
制
度
を
活
用
す
る
た
め
、
１

月
３０
日
、「
八
潮
市
地
域
雇
用
創
造
支
援

事
業
推
進
協
議
会
」
を
設
立
。�
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▼
２
月
２３
日
、「
男
性
の
視
点
か
ら
み
た

男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
参

加
に
よ
る
公
開
講
座
を
開
催
。�

▼
１
月
５
日
、
第
９
回
準
要
保
護
児
童
生

徒
審
査
会
を
開
催
し
、
児
童
１２
件
、
生
徒

２
件
に
つ
い
て
認
定
。
１
月
２６
日
に
は
、

教
育
資
金
貸
付
審
査
会
お
よ
び
入
学
準
備

金
貸
付
審
査
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
１８

件
の
貸
し
付
け
を
決
定
。�

▼
１
月
２７
日
、
中
川
小
学
校
体
育
館
改
修

工
事
が
完
了
。�

▼
生
涯
学
習
学
校
開
放
講
座
に
つ
い
て
は
、

年
間
３０
講
座
が
終
了
し
、
受
講
生
の
講
座

の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、
２
月

９
日
か
ら
１２
日
ま
で
の
４
日
間
、
や
し
お

生
涯
楽
習
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
合
同
作
品

展
を
開
催
。�

▼
１
月
９
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
で
成
人
式
を

開
催
し
、
男
性
２
６
７
人
、
女
性
２
７
２

人
の
合
計
５
３
９
人
が
参
加
。�
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▼
「
家
庭
教
育
学
級
」
お
よ
び
「
や
し
お

子
ど
も
土
曜
広
場
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
本
年
度
の
全
事
業
を
終
了
。�

▼
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
２
月
１８
日
、

八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
第
３
回
公
開
講
座

と
し
て
、
第
２
学
年
学
生
に
よ
る
自
主
研

究
発
表
会
を
開
催
。�
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▼
２
月
１
日
か
ら
５
回
に
わ
た
り
、
八
條

公
民
館
に
お
い
て
、
教
養
講
座
「
初
級
韓

国
語
講
座
」
を
開
催
。�

▼
１
月
２２
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
、「
第

４２
回
八
潮
市
内
一
周
駅
伝
大
会
」
は
、
前

日
の
降
雪
に
よ
り
走
路
の
安
全
が
確
保
で

き
な
い
た
め
中
止
。�

▼
市
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
向
上
を

図
る
た
め
、
１
月
２８
日
か
ら
３
月
２５
日
の

間
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
し
て
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
教
室
、
ア
ク
ワ
ビ
ク
ス
教
室
、
親
子

体
操
教
室
を
開
催
。�

市
政
の
執
行
状
況�

　
平
成
１８
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
２
月
２８
日
か
ら
３
月
２０
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
多
田
市
長
が
開

会
初
日
に
、
１２
月
か
ら
２
月
ま
で
の
市
政
執
行
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
内
容
を
「
市
民
が
主
役
　
い
き
い
き
　

や
し
お
」
の
実
現
を
目
指
す
、
市
基
本
構
想
の
６
本
柱
に

分
類
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

～市職員が町会・自治会と市をつなぐパイプ役になります～�

　平成１８年２月２８日から、市職員による「町会・
自治会担当制」が始まり、市内４３の町会・自
治会へ「担当職員」１２３人を配置しました。�
　担当職員は、町会・自治会と市のパイプ役
として、お互いの立場を理解しながら町会・
自治会の皆さんと一緒になって、協働による
まちづくりを進めていきます。�
�
《主な活動内容》�
（１）市の施策や情報提供�
（２）町会・自治会からの意見等を市担当課へ
　　伝える�
（３）その他、町会・自治会との連絡調整�

《町会・自治会担当制発足の経緯》�
　本市では、平成１６年度に開催した
「彩の国まごころ国体」において、
選手と民泊協力会（町会・自治会）の
皆さんとのパイプ役として、チーム
担当（市職員）を配置し、町会・自治
会の皆さんから大変好評をいただき
ました。�
　市としても、この国体民泊の経験
を活かし、市民と行政が一緒になっ
て積極的に協働によるまちづくりを
推進するため、制度化を進めてきた
ものです。�

町会自治会長と担当職員の顔合わせ�

町会自治会担当職員説明会�

町
会
・
自
治
会�

八
　
潮
　
市�

町
会
担
当�

意見� 意見�

情報提供� 情報提供�

■問生涯学習まちづくり推進課　�○内４６５�

■問生涯学習まちづくり推進課　�○内４６５�

　埼玉県には、海外の日本語教師の方が、日本で研修や宿泊する施設「国際交流基金日本語国際センター」があります。県では、そのセン
ターの研修生の皆さんが、研修期間中、日本の一般家庭の生活を実体験する「ワンナイトステイ」（１泊２日）事業を行っています。�
　市では、毎年世界各国から来日する研修生を受け入れる「ホームステイ家庭」を募集しています。「うちでよければ…」というご家庭がご
ざいましたら、ご連絡をお待ちしています。�

市の生涯学習まちづくり推進課で、「ホ
ームステイ家庭」の登録を行います。�

１泊２日の外国人の方との楽しい
交流が、始まります。�

平成１８年度埼玉県内ホーム
ステイ計画表から、受け入
れを希望する日を決めます。�

埼玉県から、受け入
れの要請が、正式に
届きます。�

正式に受け入れが決まると、埼玉県から
研修生の迎え場所、時間の連絡が来ます。�

研修生を指定された場所まで、
迎えに行きます。�

①�

②� ③�

④�
⑤� ⑥�

新
時
代
を
支
え
る�

都
市
の
形
成�

心
や
す
ら
ぐ
安
全
な�

生
活
環
境
の
形
成�

明
る
く
生
き
が
い
に�

み
ち
た
社
会
の
形
成�

活
気
あ
ふ
れ
る�

産
業
の
形
成�

明
日
の
八
潮
を
担
う�

人
づ
く
り
環
境
の
形
成�

都市計画審議会の会議風景�

年末年始の交通事故防止運動での街頭キャンペーン�オウム真理教の大瀬施設に向けての抗議行動�

消防出初め式�

成人式＝八潮メセナにて�

平成１７年度寿大学校の卒業式�

第２学年学生による自主研究発表会�
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問

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

�
内 

３
２
８�

既に使用開始された区域 

４月１日から新たに使用できる区域 

◆
市
民
大
学
の
目
的�

　
市
で
は
、「
生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
将
来
都
市

像
で
あ
る
「
市
民
が
主
役
　
い
き
い
き
　

や
し
お
」
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。�

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
皆

さ
ん
と
市
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
ま
た
、
生
涯
学
習
宣
言
都
市

に
ふ
さ
わ
し
い
学
習
内
容
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
生

涯
学
習
に
よ
る
人
づ
く
り
」
を
担
う
機
関

と
し
て
、
平
成
１５
年
度
、
や
し
お
市
民
大

学
を
設
立
・
開
校
し
ま
し
た
。�

�

◆
各
種
機
能�

●
人
材
育
成
機
能�

　
や
し
お
市
民
大
学
に
は
、
学
生
（
市
民
）

が
や
し
お
市
民
大
学
を
卒
業
後
、
市
と
協

働
す
る
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
る
い
は
自
己

の
生
涯
を
充
実
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
知
識
や
技
能
の
習
得
、
実

習
な
ど
を
通
じ
た
体
験
な
ど
の
提
供
や
支

援
を
し
て
い
く
機
能
を
持
た
せ
て
い
き
ま

す
。�

●
研
究
・
情
報
機
能�

　
や
し
お
市
民
大
学
に
は
、
授
業
に
お
い

て
収
集
す
る
様
々
な
情
報
や
、
学
生
が
学

内
で
学
習
・
研
究
し
た
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を

楽
習
館
な
ど
で
市
民
に
広
く
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
た
め
の
生
涯
学
習
環

境
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
機
能
を
持
た

せ
て
い
き
ま
す
。�

�

◆
授
業
内
容�

　
や
し
お
市
民
大
学
は
、
次
の
分
類
に
従

い
授
業
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。�

①
ま
ち
を
知
る
　
八
潮
の
ま
ち
を
知
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

市
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
の
基
礎
を
築
く
た
め
、
必
要
な
知
識

を
習
得
し
ま
す
。�

②
教
養
を
高
め
る
　
一
般
教
養
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
満
た

す
と
と
も
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
う
え
で
、
必
要
な
知
識
を
習
得
し
ま
す
。�

③
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に
な
る
　
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
、
市
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
、
必

要
な
知
識
を
習
得
し
ま
す
。�

◆
主
　
催�

　
八
潮
市
・
八
潮
市
教
育
委
員
会
・
（財）
や

し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財
団�

�

◆
学
生
に
な
れ
る
方�

■対
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
し
、

年
間
を
通
し
て
学
習
で
き
る
向
学
心
と
協

調
性
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
小
中
学
生
は
除
き
ま
す
。�

�

◆
定
員�

■定
１
学
年
に
つ
き
３０
人
（
申
込
者
が
多
数

の
場
合
は
抽
選
）�

�

◆
在
学
期
間�

　
２
年
間�

�

◆
卒
業
の
認
定�

　
２
年
間
の
学
習
課
程
で
、
３
分
の
２
以

上
の
単
位
を
取
得
し
た
方
は
、
卒
業
を
認

定
し
ま
す
。�

�

◆
開
催
期
間
・
日
時�

《
第
１
学
年
》�

■日
５
月
〜
平
成
１９
年
３
月
　
各
土
曜
日
　

午
後
２
時
〜
４
時�

�

◆
授
業
回
数
・
日
程
・
内
容�

　
別
表
参
照�

�

◆
開
催
場
所�

■場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
・
八
潮
メ
セ
ナ�

�

◆
授
業
料�

■費
１
万
円
（
１
年
間
・
教
材
費
な
ど
）�

�

◆
申
し
込
み
方
法�

■申
５
月
８
日
ま
で
に
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
（
市
役
所
別
館
１
階
）、
八
條
公

民
館
、
八
幡
公
民
館
、
や
し
お
生
涯
楽
習

館
、
八
潮
メ
セ
ナ
の
い
ず
れ
か
に
、
入
学

申
込
書
を
提
出
（
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

可
）
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
市
民
大
学
学
生
募
集
要
項
お
よ

び
入
学
申
込
書
は
、
市
役
所
や
市
内
の
主

な
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。�

�

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み�

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課�

　
〒
３
４
０
│

８
５
８
８
八
潮
市
中
央
１
│�

　
２
│
５�

　
� 

内  

３
６
５
・
３
９
７�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
９９８
・
０
８
２
８�

　
や
し
お
市
民
大
学
で
は
、
第
四
期
生
を
募
集
し
ま
す
。
八
潮
の
ま

ち
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、
教
養
を
よ
り
高
め
た
い
と
思
う
方
、
応

募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
１２
月
２７
日
、
八
潮
市
指
定
有
形
文
化
財

の
和
井
田
家
住
宅
と
長
屋
門
、
史
跡
の
屋

敷
地
が
「
和
井
田
家
住
宅
」
と
し
て
国
の

重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
。�

▼
１
月
に
行
わ
れ
た
埼
玉
県
選
択
無
形
文

化
財
指
定
の
木
曽
根
氷
川
神
社
の
「
弓
ぶ

ち
」
お
よ
び
鶴
ヶ
曽
根
上
久
伊
豆
神
社
と

鶴
ヶ
曽
根
下
久
伊
豆
神
社
の
「
弓
ぶ
ち
」

の
伝
統
行
事
の
保
存
・
継
承
を
図
る
た
め
、

記
録
保
存
事
業
を
実
施
。�

▼
１
月
の
「
広
報
や
し
お
」
で
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５
人
の

応
募
者
が
あ
り
、
現
在
、
市
内
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
中
。�

▼
１
月
１９
日
、
第
１
回
「
八
潮
市
子
ど
も

防
犯
委
員
会
」
を
開
催
し
、
市
内
の
小
・

中
・
高
等
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
１７

人
を
委
員
と
し
て
委
嘱
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
活
動
内
容
を
検
討
。�

�����

▼
１２
月
１７
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
、

「
や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
財
団
設

立
１０
周
年
」
お
よ
び
「
八
潮
メ
セ
ナ
開
館

１５
周
年
」
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」

の
公
開
録
画
が
行
わ
れ
、
１
月
２６
日
午
後

８
時
か
ら
教
育
テ
レ
ビ
で
放
送
。�

▼
１
月
１９
日
、
市
民
政
策
提
言
会
議
を
開

催
し
、「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
、
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

対
す
る
基
本
理
念
や
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
た
「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
つ

い
て
意
見
交
換
。�

▼
２
月
１７
日
・
２４
日
の
両
日
、「
第
３
次

八
潮
市
行
政
改
革
大
綱
」お
よ
び
「
八
潮
市

行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に

当
た
り
、「
生
涯
学
習
市
民
会
議
」を
開
催
。�

�����������

▼
１
月
２７
日
、
２
月
２
日
・
９
日
の
３
日

間
、「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
市
長
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
集
い

「
八
潮
市
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
。�

������������

▼
２
月
２
日
、
八
潮
メ
セ
ナ
に
お
い
て
、

八
潮
市
表
彰
規
則
に
基
づ
き
、
市
政
に
功

労
の
あ
っ
た
６３
人
の
方
を
表
彰
。�

▼
１２
月
３１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
市
内
の

製
造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
統
計

調
査
を
実
施
。�

▼
市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
事
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
戸
籍
業
務
の
シ
ス
テ
ム

化
の
実
施
に
向
け
、
八
潮
市
戸
籍
業
務
シ

ス
テ
ム
選
定
委
員
会
を
設
置
。�

市指定下水道工事店一覧表（平成１８年４月１日現在） 
住　所 

南 川 崎  
垳 

中 馬 場  
大 曽 根  

中央一丁目 
中央二丁目 
中央三丁目 
八潮一丁目 

八潮六丁目 

八 條  

鶴 ヶ 曽 根  

二 丁 目  

木 曽 根  

西 袋  

八潮四丁目 

八潮七丁目 

業　者　名 
㈲萩野水道 
グリーン建設㈱ 
末永設備 
新町水道工事店 
㈲山崎管工 
㈲荻野タイル 
㈲高商設備 
潮止設備工業 
㈲水巧社 
㈲昼間水道 
内村設備 
㈲清水水道工業所 

青山設備工業 
加藤建設工業㈱ 

㈲白井管工業 
㈱潮 
㈲サノヤ設備 
㈲鈴輝住宅設備 
㈱とよだや商店 
戸田水道工業㈲ 
稲穂建設㈱ 
水之技研工業㈱ 
小仁熊瑞宝工事所 
㈱市原水道興業埼玉支店 
蒲原燃料住宅設備㈱ 

㈲八潮水道工事 
竹内セントラル㈱ 

関設備 

９９６－８０１７ 
９３５－０２６７ 
９９６－８２６７ 
９９６－３８３８ 
９９６－１５１３ 
９９７－０９０６ 
９９５－６８３６ 
９９６－７１８８ 
９９８－８８０３ 
９９６－０３３６ 
９９５－７４７１ 
９９６－９５０６ 

９９６－９３０６ 
９９５－０５２１ 

９９６－０８２４ 
９９６－４１４６ 
９９５－１４３６ 
９９８－２７８５ 
９９６－５７９３ 
９９６－１７９８ 
９９７－０５９０ 
９９５－０９９７ 
９９６－５１１６ 
９９４－０２５５ 
９９６－９６３０ 

９９６－００５４ 
９９６－４１６１ 

９９７－４８９２ 

電　話　番　号 住　所 業　者　名 電　話　番　号 住　所 業　者　名 電　話　番　号 
緑町一丁目 
緑町五丁目 

草 加 市  

三 郷 市  

近代住機㈱埼玉支店 
吉岡水道 
㈱小林設備 
㈲ウルマ設備工業 
㈱セントラル設備 
㈱オアシス 
㈱水工房 
㈱今泉水道 
木村設備 
水環境サービス㈲ 
㈱斉藤興業 
松原工業 
㈱井戸梅 

９９７－２９７０ 三 郷 市  

越 谷 市  

吉 川 市  
松 伏 町  

杉 戸 町  

川 口 市  

春 日 部 市  
上 尾 市  

宮 代 町  

さいたま市  

北 本 市  
所 沢 市  
川 越 市  

㈲染谷工業 
㈱協和設備 
㈱桶新設備  
㈱ナカノヤ 
㈱豊田設備 
㈱吉川水道冷熱 
㈲藤和設備 
第一エネルギー設備㈱ 
㈲北立設備工業所 
明成工業㈱ 
㈱大三 
㈱スガワラ工業 
㈱熊谷設備工業 
㈲ジャパン管工 
飯田設備工業 
羽田建設㈱ 
㈱創研埼玉支社 
成澤設備㈲ 
㈱中山組 
㈱岩崎設備 
㈱木村設備 
㈱大沼設備 
㈲平成興業 
㈱アイダ設計 
㈲ケーワイエンジニアリング 
㈱泉山設備 
㈲水工社 
㈱伊藤住設 

９５２－４３７７ 
９６６－５７４１ 
９７４－４７１６ 
９７４－８７１１ 
９６２－０１７１ 
９６９－３６１１ 
９６０－５１５３ 
９８５－７２２１ 
９８２－７８８１ 
０４８－９９１－２４５９ 
０４８０－３７－２４１１ 
０４８０－３４－４７４１ 
０４８０－３８－００４３ 
０４８０－３６－５５２１ 
０４８－２９５－２７２４ 
０４８－２５２－８５５４ 
０４８－２９１－５４２７ 
０４８－７３７－４３３７ 
０４８－７７０－６８００ 
０４８０－３５－００８８ 
０４８０－３２－７７８８ 
０４８－７９１－１３７０ 
０４８－８３７－００３３ 
０４８－６５０－０９７８ 
０４８－６６３－０８１８ 
０４８－５９２－７５１０ 
０４２－９４２－３２４５ 
０４９－２２６－５０７１ 

９９６－１２７３ 
９３２－２７６０ 
９３５－４０１９ 
９３６－１０００ 
９３６－９７１１ 
９４１－１６７１ 
９２７－１０１０ 
９２５－４７９１ 
９３０－００１６ 
９４１－２６０４ 
９４１－３３３３ 
９２２－３４１３ 

ナガヤス工業㈱ 
㈲東洋開発 
第一管工㈱ 
㈲岡田商店 
㈲ユウ・テック 
㈲双位建設 
東埼住設㈱ 
㈱戸部商事 
㈲アクセス 
㈲エステック 
㈲トバリ管工 
㈱篠田設備 
㈱リビング 
㈱磯部工業 
㈲佐藤建設 

９２４－４２３０ 
９２８－５５２０ 
９２２－９５８３ 
９２５－１９８９ 
９４６－３２５１ 
９４３－０４２３ 
９５５－８２１０ 
９５２－１５５１ 
９５２－２７００ 
９５２－４８１２ 
９５３－００２０ 
９５４－０２１２ 
９５２－８８５７ 
９５５－４９０５ 
９５３－７３６２ 

　公共下水道は衛生的なまちづくりに欠か
せない施設です。公共下水道が整備されると、
清潔で快適な水洗トイレが使えるようになり、
蚊やハエのいない住みよい、きれいな街と
なります。�
　平成１８年４月１日現在、公共下水道を使
用できる区域は約５５４ヘクタールになり、下
水道普及率も約５９パーセントになりました。�
 新たに使用できる区域�
　４月１日から新たに公共下水道を使用で
きる区域は、鶴ヶ曽根・伊草・二丁目・木
曽根・南川崎・伊勢野・大瀬・古新田・上
馬場・中馬場・大曽根・浮塚・南後谷・緑
三丁目・緑町五丁目のそれぞれ一部で図の
とおりです。�
　公共下水道を使用できる区域の皆さんは、
早めに計画を立てて、家庭から排出される
汚水を公共下水道に接続されるようお願い
します。（接続費用の無利子貸付制度あり）�
 受益者負担金�
　４月１日から新たに公共下水道を使用で
きる土地については、平成１８年度受益者負
担金の賦課対象となります。対象となる方
には、内容確認・納付方法等について個別
に通知します。�
　負担金の納入期限が切れている方は、速

やかに納入してください。�
 下水道の正しい使い方�
　下水処理場の処理に要する負荷が年々大
きくなっています。少しでも負荷を軽くす
るため、次のことを守ってくださるようお
願いします。�
・台所のごみやテンプラ油は流さないこと。�
・水洗トイレにはトイレットペーパー以外
の生活用品は流さないこと。�
・有害な物質や危険物は絶対に流さないこと。�

問下水道課管理係�内３４３・４２２�

●雨水貯留施設設置費の補助制度�
　市では、不用になった浄化槽を転用
し雨水貯留施設に改造することや、市
販の雨水貯留槽を設置し、雨水排水の
流出の抑制を行う方に、設置費の一部
を補助する制度があります。なお、補
助金の申請に当たっては、申し込み条
件や、補助対象数に制限があります。�
〈補助額〉�
不用浄化槽の転用＝一律８万円�
市販の雨水貯留槽＝設置費の半額（上
限２万５千円）�

問下水道課�内２６２・４２１�

池渕　勉さん〈1期生・OB会〉�
　「地域でいかに有意義に過ごすか？」が私のテーマでした。
偶然見つけたのが「市民大学」募集、２年間過ごした今ではＯ
Ｂ一期生として多くの仲間に恵まれ、今まで感じなかった目標
ある生活を送っています。�
　現在ＯＢ活動として、①八潮市旧跡名所探索、②楽習館主催
のイベント補助、ほかに公園清掃・料理教室・防災活動などを
行っています。「自治基本条例」作成の手伝いの声もかかって
います。他のグループの方々と一緒に行政のお手伝いをとも考
えています。シニアの過ごし方、楽しみ方が詰まっている、そ
れがやしお市民大学です。�
�
小島　昭七さん（2期生）�
　あっと言う間の２年間でしたが、埼玉都民であった私には充
実した２年間でした。ある人にとっては物足りない授業もあっ
たかも知れません。また、レポ―トが面倒という人もいたよう
です。しかし、２年間が過ぎてみると、明らかに進化した自分
を発見され、驚かれたことでしょう。�
　市民大学は、趣味や教養をブラッシュ・アップする場ではあ
りません。市民大学は、貴方の終りの棲家である八潮市の未来
を考える大学です。�
　ぜひ、貴方の郷土愛、貴方の八潮への思いを、市民大学に託
してみてください。�
�
加藤　文孝さん（3期生）�
　やしお市民大学に挙手して入学したと思う間に、歳月は人を
待たず、半分（１年）の課程が終了いたしました。学習内容は、
我がまちを将来住みよいまちにするためにどうするか、皆で知
恵を出しあえるように人づくりが大事という視点に立っていま
す。住むまちに自信と誇りを持って、ほかのまちに情報を発信
できることは、住民にとって幸せな証ではないでしょうか。�
　自分たちが住むまちは、自らの知恵と意志で創造し、心の輪
を結び、共に学び共に考え、輝く未来に向って進み、踏み締め
歩いていきましょう。� ①授業内容・講師については、都合により変更する場合もあります。 

②入学記念講演は入学式の後に、卒業記念講演は卒業式の前に行います。 

回� 期　日� 講　師�分　　類� 内　　　　　　　容�

１   ５月２７日（土） まちづくりの主役になる 入学記念講演 

  ６月３日（土） ま ち を 知 る  市内公共施設巡り ２ 施設職員 

  ６月１０日（土） ま ち を 知 る  ごみ問題の現状 市 職 員  

  ６月１７日（土） まちづくりの主役になる 上手な話し方 専 門 家  

  ７月  １日（土） ま ち を 知 る  市政のしくみ 市 職 員  

  ７月  ８日（土） まちづくりの主役になる 学生講師講座①（３分間スピーチ） 学 生  

  ７月２２日（土） ま ち を 知 る  八潮市の防災 市 職 員  

  ７月２９日（土） ま ち を 知 る  八潮の商工業 市 職 員  

  ８月  ５日（土） 教 養 を 高 め る  日本の歴史探訪 大学教授 

  ９月  ２日（土） 教 養 を 高 め る  地球環境問題 専 門 家  

  ９月  ９日（土） ま ち を 知 る  地域づくりと教育問題 専 門 家  

  ９月３０日（土） まちづくりの主役になる やしお生涯学習まちづくり財団の活動 財団職員 

１０月１４日（土） ま ち を 知 る  八潮の歴史と自然を知る 市 職 員  

１０月２１日（土） 教 養 を 高 め る  文学とのふれあい 大学教授 

１１月１１日（土） まちづくりの主役になる 学生講師講座② 学 生  

１１月２５日（土） まちづくりの主役になる ボランティア活動 社協職員 

１２月  ２日（土） 教 養 を 高 め る  情報化社会の現状 専 門 家  

１２月  ９日（土） 教 養 を 高 め る  カウンセリング入門 大学教授 

１２月１６日（土） 教 養 を 高 め る  暮らしの法律 弁 護 士  

  １月１３日（土） 教 養 を 高 め る  国際理解の推進 市 職 員  

  １月２０日（土） まちづくりの主役になる 社会福祉協議会の活動 社協職員 

  １月２７日（土） まちづくりの主役になる 地域づくりに果たすリーダーの役割 大学教授 

  ２月  ３日（土） ま ち を 知 る  児童福祉、障害者福祉 市 職 員  

  ２月２４日（土） 教 養 を 高 め る  高齢社会の現状 医 師  

  ３月  ３日（土） 教 養 を 高 め る  基本的人権の意義と役割 大学教授 

  ３月１０日（土） まちづくりの主役になる 卒業記念講演 

  ２月１７日（土） まちづくりの主役になる 自主研究発表公開講座 

１１月  ４日（土） まちづくりの主役になる 市民文化祭に参加しよう 

１０月２８日（土） 学生企画公開講座② 

  ８月２６日（土） 学生企画公開講座① 
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市民政策提言会議における意見交換 

市長へ意見書提出＝生涯学習市民会議 


